 (
正弦，余弦，正接
)


先生：前回は二次不等式について学びましたね。
　　　今日からは新しいことを勉強しましょう。
　　　これから第3章図形と計量、第1節三角比、正弦・余弦・正接について勉強しよう。
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上の図の直角三角形ABCにおいて

tanθ＝＝
a＝ｂtanθ	

sinθ＝＝
a=ｃsinθ

cosθ＝=
b=ｃcosθ


　　　tanθを正接またはタンジェント、sinθを正弦またはサイン、cosθを余弦またはコサインというから上のまとめと一緒に覚えておこう。
これを覚えていないと始まらないからね。
それじゃあどうゆう風に使うのか実際に問題を解いて考えてみよう。

生徒：はーい。
先生：それじゃあ、問題だよ。
　　　この直角三角形のsinａ、cosａ、tanａ、sinｂ、cosｂ、tanｂを求めてみよう。
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先生：どうかな？
　　　さっき教えたばっかりだから難しいかも知れないけど頑張ってみよう。
生徒：sinａは3/5で、cosａは4/5で、tanａは、3/4
先生：正解です。
　　　続いて角ｂについても同様に考えてごらん。
生徒：えーと・・・
　　　わかんないです。
　　　そしたら、こうゆう風に図形の向きを変えて考えてみたら、わかりやすくなるよ。
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生徒：なるほど。
　　　こう考えればさっきと同じですね。
先生：そうだよ。
　　　そしたらわかったよね。
生徒：はい。
　　　sinｂが4/5で、cosｂが3/5で、tanｂが4/3です。
先生：正解。だいぶ分かってきたようだね。
　　　次は角度の呼び方を教えるよ。
　　　水平面に対して見上げたときに見た物をＰとすると、
水平面とＰとのなす角を仰角
水平面に対して見下ろしたときに見た物をＱとすると、
水平面とＱとのなす角を俯角（ふかく）
と読みます。
ただ、こんなことは聞かれることはないので、頭の片隅に入れておく程度で十分だから、　　　　　　　
そんなに覚えようとしなくていいからね。
生徒：そうなんですか。
先生：それじゃあ、問題を出すよ。
　　　この問題をやってみようか。
　　　ある建物の高さを測るため、その建物から水平に8メートル離れた地点で、建物の上端の
　　　仰角を測ったところ、35°であった。
　　　目の高さを1.6メートルとして、建物の高さを求めよ。
　　　ただし、小数第2位を四捨五入せよ。
　　　さー、やってみよう。
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生徒：えーと・・・
　　　建物の高さがABでAB＝AE+EBだからAEを求めればいいんですね。
　　　＝AE/8　だから
　　　AE＝8×
先生：は関数表から引用していいからね。
生徒：＝0.7002だから
　　　AE=8×0.7002＝5.6016です。
先生：だだし、小数第2位を四捨五入だから。
生徒：5.6メートルだ。
　　　だから建物の高さは5.6+1.6＝7.2メートルです。
先生：正解。いい感じに理解してきたね。
　　　それじゃあ、今日の最後に値が決まっている角度を教えて終わるよ。
　　　その角度は30°、45°、60°だよ。
　　　＝1/2　　＝1/　　＝/2

　　　＝/2　　＝1/　　＝1/2

　　　＝1/　　＝1　　＝

　　　これはとっても大事なことだからね。必ず覚えなければいけないよ。
　　　単位円を書いてみるととってもわかりやすくなるから単位円を書いた紙を
　　　置いていくから見ておいてね。
　　　それと上にまとめた関数の小テストを次回やるからね。
生徒：えー・・・
　　　そりゃないよ・・・。
先生：それじゃあ、今日はこれで終わりにします。
　　　お疲れ様でした。



【参考文献：数研出版】

